
地域防災力の向上に貢献
「
地
震
速
報
な
ど
は
、
敏
感
に
反

ど
前
向
き
な
意
見
を
多
数
聞
く
こ

応
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。」
な

お
い
て
地
域
住
民
４
０
名
に
対
し
「
災
害

の
状
況
な
ど
テ
レ
ビ
で
は
伝
わ
ら
な
い
現

た
め
に
自
治
体
が
主
催
で
実
施
し
た
。

任
し
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
生
活
支
援

９
日(

火)

永
明
公
民
館(

前
橋
市)

に

東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
派
遣
活
動
を

も
ら
い
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
す

場
の
状
況
や
派
遣
ま
で
の
法
的
根
拠
な
ど

防
衛
事
務
官　

井
ノ
口
哲
也)

は
、
３
月

通
し
、
得
た
教
訓
等
を
講
話
し
、「
自
助

講
話
」
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部(

本
部
長

・
共
助
・
公
助
」
の
重
要
性
を
理
解
し
て

講
話
は
、
副
本
部
長
の
福
崎
２
佐
が
担

を
講
話
し
た
。
更
に
現
場
を
見
た
自
衛
官
だ
か
ら
で
き
る
避
難
時
の
ア
ド
バ
イ
ス

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、「
災

な
ど
で
は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聴
講
す
る
住
民
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

か
ら
、
事
前
の
準
備
が
必
要
な
の

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

予備自衛官等協力事業所表示証交付
予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
表
示
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
等
を
雇
用
し
、
訓

功
績
が
認
め
ら
れ
る
事
業
所
に
つ
い
て
、
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
の
推
薦
に
よ

力
事
業
所
大
臣
認
定
証
」
を
交
付
し
た
。

力
を
日
頃
か
ら
保
持
す
る
こ
と
は
困

必
要
最
小
限
の
防
衛
力
＝「
常
備
自

難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
普
段
は
、

馬
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
・
山
﨑
春
夫
）
に
対
し
「
予
備
自
衛
官
等
協

・
認
定
す
る
制
度
で
、「
地
本
長
認
定
」
と
「
防
衛
大
臣
認
定
」
が
あ
り
、
地
本

練
等
に
参
加
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
協
力
的
な
事
業
所
を
、
社
会
的
に
評
価

群
馬
地
本
（
本
部
長
・
井
ノ
口
事
務
官
）
は
、
３
月
１
６
日
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
群

長
認
定
協
力
事
業
所
の
中
か
ら
、
特
に
国
の
防
衛
へ
の
協
力
に
お
い
て
顕
著
な

り
、
防
衛
大
臣
認
定
と
な
る
。
国
家
の
緊
急
事
態
に
当
た
っ
て
は
、
大
き
な
防

衛
力
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
防
衛

隊
へ
の
理
解
と
募
集
基
盤
の
拡
充

の
た
め
邁
進
し
て
行
く
。

ま
た
、「
自
衛
隊
の
活
動
に
は
、
い

日
談
を
頂
く
こ
と
も
で
き
た
。

つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
な
ど
後

群
馬
地
本
は
、
引
続
き
地
域
と

密
着
し
た
活
動
に
心
掛
け
、
自
衛

に
即
時
、
確
実
に
対
応
で
き
る
予
備

の
防
衛
力=

「
即
応
予
備
自
衛
官
・

に
訓
練
等
へ
の
出
頭
環
境
を
整
え
る

橋
と
し
て
、
国
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
表
示
証
は
本
社

と
し
て
大
変
期
待
し
て
い
る
人
材
で
す
。
今
後
も
自
衛
隊
と
地
域
を
繋
ぐ
架
け

衛
官
」
で
対
応
し
、
い
ざ
と
い
う
時

予
備
自
衛
官
」
の
存
在
が
重
要
と
な

備
自
衛
官
等
と
し
て
の
練
度
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
本
人
の
努
力
は
も
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
予
備
自
衛

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

と
が
で
き
た
。

名
誉
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
警
備
会
社
に
と
っ
て
、
自
衛
隊
出
身
者
は
即
戦
力

願
い
し
た
。
防
衛
大
臣
認
定
を
受
け
た
山
﨑
社
長
か
ら
は
「
認
定
を
頂
き
大
変

感
謝
の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
自
衛
隊
に
対
す
る
更
な
る
協
力
を
お

る
。
し
か
し
な
が
ら
平
素
よ
り
、
予

よ
り
、
職
場
等
周
囲
の
理
解
・
協
力

官
等
を
雇
用
す
る
事
業
所
が
積
極
的

こ
と
は
、
国
の
防
衛
あ
る
い
は
地
域

井
ノ
口
本
部
長
は
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
群
馬
株
式
会
社
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し

を
惜
し
ま
な
い
会
社
体
制
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

社
会
へ
の
貢
献
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。

の
一
番
目
立
つ
場
所
に
掲
示
し
、
更
な
る
信
頼
性
の
確
保
と
、
社
会
貢
献
活
動

と
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。


